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たかが鼻づまり、されど鼻づまり

［呼吸器内科］
難治性喘息の診療

［小児科］
急増する木の実類アレルギー

［眼科］
目のかゆみはアレルギーのサイン
―子どもから大人まで気をつけたいアレルギー性結膜疾患―

［皮膚科］
身近なかぶれ（接触皮膚炎）　
～パッチテストで分かること～

［東洋医学科］
アレルギーに関する疾患や治療などについて



OKAGESAN　2026 winter   vol.015 2

Toho University Omori Medical Center
Public Relations Magazine O K A G E S A N 15

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
は
、
透
明
な
鼻

水
・
鼻
づ
ま
り
・
く
し
ゃ
み
の
3
つ
の

症
状
を
主
と
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
で

す
。
空
気
中
に
含
ま
れ
る
花
粉
や
ハ
ウ

ス
ダ
ス
ト
、
ダ
ニ
、
カ
ビ
な
ど
の
原
因

物
質
（
ア
レ
ル
ゲ
ン
）
を
吸
い
込
む
こ

と
で
、
鼻
の
粘
膜
に
炎
症
が
起
こ
り
、

こ
れ
ら
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
近
年
は

環
境
の
変
化
や
生
活
習
慣
の
影
響
な
ど

も
あ
り
、
患
者
さ
ん
の
数
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
現
在
で
は
日
本
人
の
約
2

人
に
1
人
が
何
ら
か
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

軽
症
の
場
合
は
市
販
の
お
薬
で
一
時

的
に
症
状
を
抑
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す

が
、
症
状
が
強
い
方
や
長
期
間
続
く
方

で
は
、
市
販
薬
だ
け
で
は
十
分
な
改
善

が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
鼻

づ
ま
り
や
く
し
ゃ
み
が
続
く
と
、
睡
眠

の
質
が
低
下
し
、
集
中
力
や
日
中
の
パ

フ
ォ
ー
マン
ス
に
も
影
響
し
ま
す
。
ま
た
、

慢
性
副
鼻
腔
炎
や
滲
出
性
中
耳
炎
、
気

管
支
喘
息
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
な

ど
、
全
身
に
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

当
院
で
は
、
鼻
内
の
状
態
を
内
視
鏡

で
丁
寧
に
確
認
し
、
血
液
検
査
で
ど
の

ア
レ
ル
ゲ
ン
に
反
応
し
て
い
る
の
か
を
把

握
し
ま
す
。
治
療
法
は
近
年
大
き
く
進

歩
し
て
お
り
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
や
点

鼻
薬
に
よ
る
薬
物
療
法
に
加
え
、
体
質

改
善
を
目
指
す
舌
下
免
疫
療
法
や
、
鼻

づ
ま
り
を
根
本
的
に
改
善
す
る
外
科
的

治
療
な
ど
、
幅
広
い
選
択
肢
が
あ
り
ま

す
。大

学
病
院
で
も
内
服
治
療
・
外
科
的

治
療
の
ど
ち
ら
も
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

当
科
で
は
特
に
外
科
的
治
療
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
内
視
鏡
を
用
い
た
鼻
副

鼻
腔
手
術
は
、
従
来
よ
り
も
体
への
負

担
が
少
な
い
低
侵
襲
の
治
療
が
可
能
で

あ
り
、
当
科
で
は
年
間
1
0
0
0
例
以

上
の
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
経
験
に

基
づ
い
た
技
術
で
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
症
状
に
合
わ
せ
た
最
適
な
治
療

を
提
供
い
た
し
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
は
適
切
な
診
断

と
治
療
で
大
き
く
改
善
が
見
込
め
る
疾

患
で
す
。
鼻
の
不
調
が
続
く
場
合
は
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
か
が
鼻
づ
ま
り
、

さ
れ
ど
鼻
づ
ま
り

耳
鼻

咽
喉
科

助教　山 口  裕 聖　やまぐち  ゆうせい助教　山 口  裕 聖　やまぐち  ゆうせい助教　山 口  裕 聖　やまぐち  ゆうせい
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スギ花粉症

通年性アレルギー性鼻炎

有病率（%）
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19.6
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25.1

10.9
15.4

38.8

16.2
26.5

24.5

18.7
23.4

日耳鼻 123: 485 ― 490, 2020
鼻アレルギーの全国疫学調査 2019（1998年, 2008年との比較）
: 速報 ―耳鼻咽喉科医およびその家族を対象として―

難
治
性
喘
息
の
診
療
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︻
難
治
性
喘
息
と
は
？
︼

喘
息
は
「
咳
」「
息
苦
し
さ
」「
喘

鳴
（
ゼ
ー
ゼ
ー
音
）」
を
特
徴
と
す
る

慢
性
の
気
道
炎
症
で
す
。
花
粉
症
や
ア

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
合
併
す
る
こ
と
も

多
く
、
ア
レ
ル
ギ
ー
素
因
が
強
く
関
与

し
ま
す
。
多
く
の
方
は
吸
入
ス
テ
ロ
イ

ド
薬
な
ど
で
良
好
に
コン
ト
ロ
ー
ル
可
能

で
す
が
、
約
5
〜
10
％
の
患
者
さ
ん
は

十
分
な
治
療
を
行
っ
て
も
症
状
が
続
き
、

「
難
治
性
（
重
症
）
喘
息
」
と
呼
ば
れ

ま
す
。

難
治
性
喘
息
に
は
、
強
い
炎
症
や
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
、
好
酸
球
増
加
な
ど
の

要
因
が
関
係
し
ま
す
。
当
科
で
は
、
血

液
検
査
や
呼
吸
機
能
検
査
に
加
え
、
呼

気
中
一
酸
化
窒
素
（
F
e
N
O
）
の
測

定
を
積
極
的
に
行
い
、
病
態
を
詳
細
に

評
価
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
患

者
さ
ん
に
適
し
た
治
療
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

︻
先
進
治
療
と
包
括
的
管
理
︼

近
年
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
炎
症
に
関
わ

る
分
子
を
標
的
と
し
た
「
生
物
学
的
製

剤（
バ
イ
オ
製
剤
）」の
登
場
に
よ
り
、
難

治
性
喘
息
に
対
す
る
治
療
選
択
肢
が
広

が
り
ま
し
た
。
当
科
で
は
抗
Ig
E
抗

体
薬
、
抗IL-5

抗
体
薬
、
抗IL-4/13

抗

体
薬
な
ど
の
バ
イ
オ
製
剤
を
適
切
に
選

択
し（
表
）、喘
息
発
作
の
抑
制
や
ス
テ

ロ
イ
ド
薬
の
減
量
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
吸
入
デ
バ
イ
ス
の
指
導
、
生

活
環
境
の
整
備
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
回
避
、

併
存
症
（
鼻
炎
、副
鼻
腔
炎
、ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
な
ど
）
の
治
療
を
含
め
た
総

合
的
管
理
を
他
科
と
協
力
し
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
先
生
と
連
携
し
、
症
状
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
困
難
な
患
者
さ
ん
は
検
査
や

治
療
評
価
を
当
科
で
行
い
、
安
定
し
た

ら
再
び
か
か
り
つ
け
医
へ
戻
る
形
の「
地

域
連
携
診
療
」
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

コン
ト
ロ
ー
ル
不
良
の
喘
息
に
悩
む
方

は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

難
治
性
喘
息
の
診
療

呼
吸
器

内

科
教授　岸  一 馬　きし  かずま教授　岸  一 馬　きし  かずま教授　岸  一 馬　きし  かずま

表　喘息に対して承認されている生物学的製剤

薬剤名 標的分子 投与経路 /間隔 主な適応

オマリズマブ IgE 皮下注 /2～ 4週間隔 アレルギー性喘息

メポリズマブ IL-5 皮下注 /4週間隔 好酸球性喘息

ベンラリズマブ IL-5受容体 皮下注 /初回・4週後・8週後、以降 8週間隔 好酸球性喘息

デュピルマブ IL-4/IL-13受容体 皮下注 /2週間隔 好酸球性・アレルギー性喘息

テゼペルマブ TSLP 皮下注 /4週間隔 重症喘息（表現型問わず）
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小
児
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
で
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
以
前

は
鶏
卵
、
牛
乳
、
小
麦
が
三
大
ア
レ
ル
ゲ

ン
で
し
た
が
、
近
年
で
は
木
の
実
類
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
消
費
者
庁
が
平
成
14
年

度
か
ら
3
年
毎
に
行
っ
て
い
る
即
時
型
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
で
医
療
機
関
を
受
診
し
た

患
者
の
調
査
に
お
い
て
、
直
近
の
令
和
6

年
度
で
は
木
の
実
類
の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
鶏

卵
に
次
い
で
全
体
の
第
2
位
（
24.6
%
）
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
1
）。
特
に
ク
ル

ミ
と
カ
シュ
ー
ナ
ッツ
で
木
の
実
類
全
体
の

約
80
％
を
占
め
て
い
ま
す
（
表
1
）。
こ

う
し
た
背
景
に
は
、
木
の
実
類
の
豊
富
な

栄
養
素
が
も
た
ら
す
健
康
効
果
への
期
待

や
食
文
化
の
変
化
に
よ
り
、
木
の
実
類
の

輸
入
量
・
消
費
量
が
増
加
し
、
そ
れ
に
伴

い
加
工
食
品
への
使
用
も
増
え
、
意
図
せ

ず
に
摂
取
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
な
ど

が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

木
の
実
類
ア
レ
ル
ギ
ー
の
診
断
は
、
摂

取
状
況
や
経
過
、
血
液
中
の
ア
レ
ル
ゲ
ン

特
異
的
Ig
E
抗
体
の
検
査
等
で
総
合
的

に
判
断
し
ま
す
が
、
す
べ
て
の
木
の
実
の

ア
レ
ル
ギ
ー
検
査
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
代
表
的
な
8
種
類
と
い
く
つ

か
の
コン
ポ
ー
ネ
ン
ト
は
検
査
で
き
ま
す

が
、
マ
カ
ダ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
や
松
の
実
な
ど

血
液
検
査
が
で
き
な
い
木
の
実
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
皮
膚
プ
リ
ッ
ク
テ
ス
ト

を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
診
断
を
行
い
ま

す
。
1
種
類
の
木
の
実
で
ア
レ
ル
ギ
ー
の

診
断
が
つ
い
て
も
、
す
べ
て
の
木
の
実
類

を
除
去
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実

際
に
は
他
の
木
の
実
は
摂
取
で
き
る
場
合

も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
評
価
し
ま

す
。
た
だ
し
ク
ル
ミ
と
ペ
カ
ン
ナ
ッツ
、
カ

シュ
ー
ナ
ッツ
と
ピ
ス
タ
チ
オ
は
交
差
抗
原

性
が
強
く
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
誘
発
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で

す
。ま

た
、
木
の
実
類
ア
レ
ル
ギ
ー
は
ア
ナ

フィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョッ
ク
を
呈
す
る
割
合
が

非
常
に
高
い
た
め
、
迅
速
な
診
断
と
適
切

な
治
療
が
望
ま
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
緊
急

時
に
備
え
て
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
自
己
注
射
薬

（
エ
ピペン
）
を
持
参
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
も
増
え
て
い
ま
す
。
予
後
に
関
す
る
報

告
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
耐
性
獲
得

率
は
10
%
以
下
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
で
は
、
少
量
ず
つ
木
の
実
の

負
荷
を
行
う
こ
と
で
耐
性
獲
得
に
至
る
報

告
も
散
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

木
の
実
類
に
よ
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
急

増
し
て
お
り
、
ア
ナ
フィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョッ

ク
を
引
き
起
こ
す
頻
度
も
高
い
た
め
、
診

断
や
管
理
な
ど
で
お
困
り
の
際
は
小
児
科

専
門
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

小
児
科

助教　早乙女  壮 彦　そうとめ  たけひこ助教　早乙女  壮 彦　そうとめ  たけひこ助教　早乙女  壮 彦　そうとめ  たけひこ

急
増
す
る

木
の
実
類
ア
レ
ル
ギ
ー

鶏卵

1609
26.7%

木の実類

1484
24.6%

牛乳
807
13.4%

小麦
489  8.1%

落花生
421  7.0%

魚卵
363  6.0%

果実類  3.9%

甲殻類  3.5%

魚類  1.8%

大豆  1.3% ソバ  1.1% その他  2.6%

図 1　即時型食物アレルギーの原因食物（類別）

表 1　木の実類内訳

種類 n 木の実類中の% 全体における%
クルミ 916 61.7% 15.2%

カシューナッツ 279 18.8% 4.6%

マカダミアナッツ 69 4.6% 1.1%

ピスタチオ 50 3.4% 0.8%

アーモンド 46 3.1% 0.8%

ペカンナッツ 35 2.4% 0.6%

ヘーゼルナッツ 27 1.8% 0.4%

ココナッツ 5 0.3% 0.1%

松の実 3 0.2% 0.0%

クリ 1 0.1% 0.0%

木の実類（ミックス・分類不明） 53 3.6% 0.9%

木の実類  合計　 1,484 24.6%

消費者庁　令和 6年度　食物アレルギーに関連する
食品表示に関する調査研究事業報告書
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目
の
か
ゆ
み
は

ア
レ
ル
ギ
ー
の
サ
イ
ン

春
先
に
な
る
と
「
目
が
か
ゆ
い
」「
充

血
し
て
涙
が
出
る
」
と
い
っ
た
症
状
で

受
診
さ
れ
る
方
が
増
え
て
き
ま
す
。
こ

れ
ら
の
多
く
は
、
花
粉
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス

ト
が
原
因
で
起
こ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結

膜
疾
患
で
す
。
結
膜
は
白
目
と
ま
ぶ
た

の
裏
側
を
覆
う
薄
い
膜
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー

物
質
が
触
れ
る
と
炎
症
が
起
こ
り
、
か

ゆ
み
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
感
、
充
血
な
ど
が
出

現
し
ま
す
。

治
療
の
第
一
選
択
は
、
炎
症
を
抑
え

る
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
点
眼
薬
で
す
。
し
か
し

症
状
が
強
い
場
合
に
は
、
短
期
間
だ
け

ス
テ
ロ
イ
ド
点
眼
薬
を
併
用
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
は
強
い
か
ゆ

み
や
赤
み
を
速
や
か
に
改
善
す
る
非
常

に
有
効
な
薬
で
す
が
、
一
方
で
注
意
す

べ
き
点
も
あ
り
ま
す
。
代
表
的
な
の
が

眼
圧
の
上
昇
で
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
点
眼
を

一
定
期
間
続
け
る
と
、
一
部
の
方
で
は

眼
圧
が
上
が
り
、
放
置
す
る
と
緑
内
障

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
副

作
用
は
自
覚
症
状
が
出
な
い
た
め
、
医

師
の
管
理
の
も
と
で
使
用
し
、
必
要
に

応
じ
て
眼
圧
測
定
を
行
う
こ
と
が
安
全

に
治
療
を
続
け
る
う
え
で
大
切
で
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
疾
患
の
中
で

も
特
に
注
意
が
必
要
な
の
が
、
小

児
に
多
い
「
春
季
カ
タ
ル（V

ern
al 

K
eratoconjunctivitis:V

K
C

）」で
す
。

春
季
カ
タ
ル
は
重
症
度
の
高
い
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
で
、
特
に
10
歳
前
後
の
男
児

に
多
く
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
悪
化
し

や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
強
い
か
ゆ

み
に
加
え
、
ま
ぶ
た
の
裏
側
に
大
き
な

ぶ
つ
ぶ
つ
（
乳
頭
）
が
で
き
、
光
が
ま

ぶ
し
い
、
涙
が
止
ま
ら
な
い
な
ど
の
症

状
が
み
ら
れ
ま
す
。
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
を
合
併
し
て
い
る
お
子
さ
ん
に
多
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
角
膜
に
傷
が
で

き
る
と
視
力
に
影
響
す
る
こ
と
も
あ
る

た
め
、
早
期
の
治
療
が
不
可
欠
で
す
。

春
季
カ
タ
ル
に
は
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
点

眼
薬
に
加
え
て
、
免
疫
反
応
を
抑
え
る

タ
ク
ロ
リ
ム
ス
点
眼
薬
が
使
わ
れ
ま
す
。

特
に
ス
テ
ロ
イ
ド
は
即
効
性
が
あ
り
ま

す
が
、
前
述
の
よ
う
に
眼
圧
上
昇
の
リ

ス
ク
が
あ
る
た
め
、
小
児
の
場
合
は
よ

り
慎
重
な
使
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
と
タ
ク
ロ
リ
ム
ス
点
眼

薬
の
併
用
で
も
効
果
が
不
十
分
な
場
合

に
ス
テ
ロ
イ
ド
点
眼
を
使
用
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
で
の
予
防
と
し
て
は
、
ア

レ
ル
ギ
ー
物
質
を
目
に
入
れ
な
い
工

夫
が
効
果
的
で
す
。
外
出
時
の
眼
鏡
・

サ
ン
グ
ラ
ス
、
帰
宅
後
の
洗
顔
や
シ
ャ

ワ
ー
、
室
内
の
掃
除
や
空
気
清
浄
機
が

役
立
ち
ま
す
。コン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
使
っ

て
い
る
方
は
、
レ
ン
ズ
に
花
粉
が
付
着

し
て
症
状
が
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
症
状
が
強
い
時
期
は
眼
鏡
の
使
用

や
1
日
使
い
捨
て
レ
ン
ズへの
変
更
を
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。

目
の
か
ゆ
み
は
軽
く
見
ら
れ
が
ち
で

す
が
、
適
切
な
治
療
に
よ
り
症
状
は
大

き
く
改
善
し
ま
す
。
特
に
春
季
カ
タ
ル

の
よ
う
な
重
症
タ
イ
プ
や
、
ス
テ
ロ
イ

ド
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
早
め
の
診

察
と
定
期
的
な
眼
圧
チ
ェッ
ク
が
重
要

で
す
。
気
に
な
る
症
状
が
続
く
場
合
は
、

ど
う
ぞ
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

当
院
は
地
域
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
視

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
最
新
の
知
見
に

基
づ
く
診
療
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

眼

科
教授　堀  裕 一　ほり ゆういち教授　堀  裕 一　ほり ゆういち教授　堀  裕 一　ほり ゆういち

目
の
か
ゆ
み
は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
サ
イ
ン

―�

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
気
を
つ
け
た
い
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
疾
患
―
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何
か
に
触
れ
た
こ
と
で『
か
ぶ
れ（
接

触
皮
膚
炎
）』
た
こ
と
は
、
誰
し
も
一

度
は
経
験
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
原
因
と

し
て
は
化
粧
品
、
金
属
、
日
用
品
な
ど

皮
膚
に
触
れ
る
も
の
（
接
触
源
）
ほ
ぼ

全
て
に
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
顔
や
手

と
い
っ
た
露
出
部
に
症
状
出
現
は
多
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
全
身
ど
こ
で
も

出
現
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
原
因

を
特
定
し
な
い
こ
と
で
症
状
が
重
篤
化

し
、
皮
膚
症
状
が
全
身
に
広
が
り
入
院

と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
原
因
精
査
は

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
パッ
チ
テ
ス
ト
を

実
施
し
ま
す
。

パ
ッ
チ
テ
ス
ト

パッ
チ
テ
ス
ト
は
ア
レ
ル
ギ
ー
性
接
触

皮
膚
炎
の
唯
一
の
検
査
法
で
あ
り
、
原

因
と
し
て
疑
わ
し
い
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
背

中
に
48
時
間
閉
鎖
貼
付
し
、48
時
間
後
，

72
時
間
後
，
1
週
間
後
に
判
定
を
実

施
し
ま
す
。
化
粧
品
，
金
属
に
よ
る
皮

膚
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

職
業
で
使
用
す
る
も
の
で
皮
膚
ト
ラ
ブ

ル
を
起
こ
し
、
就
労
に
支
障
が
出
て
受

診
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
経
験
し
ま
す
。
職

業
性
の
場
合
は
、
パッ
チ
テ
ス
ト
の
結
果

が
、
今
後
の
就
労
形
態
を
左
右
す
る
可

能
性
も
あ
り
重
要
と
な
り
ま
す
。
パッ

チ
テ
ス
ト
で
原
因
が
必
ず
特
定
で
き
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
使
用
可
能
・

不
可
能
な
も
の
を
識
別
す
る
一
助
に
は

な
る
た
め
有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
性
接
触
皮
膚
炎
と

刺
激
性
接
触
皮
膚
炎

金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
ピ
ア
ス
か
ぶ

れ
な
ど
は
有
名
で
あ
る
た
め
『
接
触
皮

膚
炎
＝
ア
レ
ル
ギ
ー
』
と
考
え
ら
れ
が

ち
で
す
が
、
接
触
皮
膚
炎
の
多
く
は
実

は
刺
激
に
よ
る
も
の
で
す
。『
ど
の
化
粧

品
で
も
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
の
で
使

え
る
化
粧
品
が
知
り
た
い
』
と
い
う
訴

え
で
受
診
さ
れ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
，
脂
漏
性

皮
膚
炎
，
皮
脂
欠
乏
性
湿
疹
，
尋
常
性

ざ
瘡
と
い
っ
た
皮
膚
疾
患
が
背
景
に
あ

る
と
、
刺
激
性
接
触
皮
膚
炎
を
誘
引
し

や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
背
景
の
疾

患
を
治
療
で
コン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、

使
用
で
き
る
化
粧
品
が
ふ
え
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ス
キ
ン
ケ
ア
指
導
や
生

活
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

原
因
の
は
っ
き
り
し
な
い
『
か
ぶ
れ

（
接
触
皮
膚
炎
）』
で
お
困
り
の
際
に

は
、
当
科
接
触
ア
レ
ル
ギ
ー
外
来
へ
ご

相
談
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

皮
膚
科

助教　伊 藤  崇　いとう  たかし助教　伊 藤  崇　いとう  たかし助教　伊 藤  崇　いとう  たかし

身
近
な
か
ぶ
れ

（
接
触
皮
膚
炎
）

～
パッ
チ
テ
ス
ト
で
分
か
る
こ
と
～

部位と主な接触源

ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

疾
患
や
治
療
な
ど
に
つ
い
て



7 おかげさん　2026年 冬号   vol.015

Toho University Omori Medical Center
Public Relations Magazine O K A G E S A N 15

ア
レ
ル
ギ
ー
の
治
療
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
が
、
ま
ず
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
現
在
で

は
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
が
あ
り
、
効
果
も

あ
り
、
眠
気
の
副
作
用
も
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー

薬
だ
と
、
眠
気
を
感
じ
て
し
ま
う
、
少

し
ボ
ー
と
し
て
し
ま
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が

事
故
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
場

合
、
例
え
ば
、
長
距
離
運
転
手
、
建

設
現
場
で
の
仕
事
、
他
に
も
芸
術
家
で

創
造
性
や
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
必
要

と
す
る
方
な
ど
は
、
東
洋
医
学
の
治
療

も
よ
い
選
択
肢
で
す
。
漢
方
薬
は
、
眠

気
の
副
作
用
は
な
く
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症

状
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体

質
に
あ
え
ば
、
眠
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、

症
状
は
取
れ
て
、
頭
も
す
っ
き
り
し
ま

す
。「

良
薬
は
口
に
苦
し
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
よ
う
に
、
漢
方
薬
は
独
特
の
味

が
あ
り
、
苦
手
に
感
じ
る
方
も
お
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
症
状

の
あ
っ
て
い
る
時
の
漢
方
薬
は
、
意
外

に
飲
み
や
す
く
、
苦
さ
も
さ
ほ
ど
感

じ
ま
せ
ん
。
薬
が
必
要
な
く
な
っ
た
と

き
に
は
、
舌
が
よ
り
苦
味
を
感
じ
る
よ

う
に
な
る
の
で
、
止
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ

も
わ
か
り
ま
す
。

蕁
麻
疹
も
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
が
第
一

選
択
で
す
が
、
東
洋
医
学
で
は
蕁
麻
疹

を
違
う
角
度
か
ら
見
て
い
ま
す
。
生
活

上
の
無
理
、
例
え
ば
、
過
度
の
ス
ト
レ

ス
、
睡
眠
不
足
、
身
体
の
冷
え
な
ど
で

す
。
漢
方
薬
に
は
穏
や
か
鎮
静
作
用
を

持
ち
、
緊
張
し
た
心
身
を
柔
ら
か
く

緩
め
る
力
が
あ
り
ま
す
。
抗
不
安
薬
や

抗
う
つ
剤
な
ど
を
飲
む
よ
り
も
敷
居

が
低
く
、
セ
ル
フ
ケ
ア
に
生
か
せ
ま
す
。

ま
た
、
身
体
を
温
め
る
漢
方
薬
を
用
い

る
こ
と
も
、
日
々
の
食
事
に
取
り
入
れ

る
食
材
、
運
動
な
ど
の
ご
提
案
も
可
能

で
す
。

当
科
で
は
鍼
灸
治
療
も
行
っ
て
い
ま

す
。
疼
痛
に
対
し
て
一
番
よ
く
用
い
ら

れ
ま
す
が
、
疲
れ
、
冷
え
な
ど
体
調

不
良
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

病
気
を
治
療
す
る
の
は
大
切
で
す

が
、
当
科
で
は
、
そ
の
方
に
あ
っ
た
生

活
ス
タ
イ
ル
を
支
え
な
が
ら
、
全
体
の

体
調
を
良
く
す
る
こ
と
を
よ
り
重
視

し
て
い
ま
す
。
皆
様
が
充
実
し
た
毎
日

を
送
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
気
楽
に
ご
相
談
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

疾
患
や
治
療
な
ど
に
つ
い
て

東
洋
医
学
科
准教授　田 中  耕一郎　たなか  こういちろう准教授　田 中  耕一郎　たなか  こういちろう准教授　田 中  耕一郎　たなか  こういちろう
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令
和

7
年
11
月
15
日
（
土
）、
当
院
で
は
夜
間
に
発
生
し
た

大
田
区
直
下
型
地
震
（
震
度
6
強
）
を
想
定
し
た
大
規

模
合
同
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
は
、大
田
区
役
所
、

大
森
医
師
会
、
大
田
区
薬
剤
師
会
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し

て
自
治
会
・
町
内
会
の
皆
様
と
連
携
し
、
災
害
時
に
必
要
と
な
る
体
制

を
実
戦
的
に
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
地
震
発
生
直
後
の
火
災
対
応
か
ら
始
ま
り
、
院
内
災
害
対

策
本
部
の
設
置
、
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
に
基
づ
く
情
報
集
約
、
診
療
継

続
の
意
思
決
定
ま
で
を
行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
院
外
で
は
、
自
治
会・町
内
会
の
皆
様
が
傷
病
者
役
を
務
め
、

大
森
医
師
会
の
先
生
方
に
よ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

軽
症
患
者
は
院
外
で
治
療
し
、
中
等
症
・
重
症
患
者
は
大
森
病
院
へ
搬

送
。
ト
リ
ア
ー
ジ
の
実
施
に
加
え
、
救
護
所
の
運
営
や
臨
時
薬
局
機
能

の
確
認
も
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
終
了
後
に
は
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
、
各
エ
リ
ア
か
ら
課
題
を

共
有
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
経
験
を
糧
に
、
災
害
時
に
も
質
の

高
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
地
域

と
と
も
に
強
固
な
体
制
構
築
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

編 

集 

後 

記

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
号
も
「
お
か
げ
さ
ん
」
を
最
後
ま
で

お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
回
は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
特
集
と
い
う
こ

と
で
、
表
紙
の
イ
ラ
ス
ト
は
抗
体
と
細
胞

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
当
院
の
職
員
が
可
愛
ら

し
く
創
作
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
気
づ
き

に
な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
ア
レル
ギ
ー
と
い
え
ば
、
春
先
か
ら
花
粉

症
に
悩
ま
さ
れ
る
方
は
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
年
始
の
慌
た
だ
し
さ
か
ら
、
あ
っと
い

う
間
に
時
が
過
ぎ
、
目
の
か
ゆ
み
や
鼻
の
ム

ズム
ズ
で
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
る
と

い
う
の
が
私
の
恒
例
に
な
って
ま
い
り
ま
し

た
。
も
う
少
し
風
情
の
あ
る
季
節
の
感
じ

方
を
し
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
皆
様
は
年
末
年
始
は
ど
の
よ
う

に
お
過
ご
し
に
な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

お
仕
事
の
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お
休
み

の
方
も
何
か
と
お
忙
し
く
さ
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
年
末
に
実
家
の

障
子
を
張
り
替
え
、
餅
つ
き
機
で
切
り
餅

を
つ
く
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
は
色
々
な

餅
の
食べ方
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
寒
く
乾
燥
し
た
日
が
続
く
こ

と
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
体
調
に
お
気
を
つ

け
て
暖
か
く
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

 

（
T
・
H
）

初診受付時間   月曜日 ～ 土曜日（下記休診日を除く） 
8 : 30 ～ 11 : 00（一部を除く）

休 診 日   第5土曜日・日曜日・祝日・ 
年末年始（12月 29日～ 1月 3日）・

臨時診療日   令和 8年 2月 23日（月・祝）
  平日診療体制といたしますが、診療予約のない方は 

「休日加算」を適用いたしますhttps://www.omori.med.toho-u.ac.jp/

総
務
課
　
西
脇 

大
輝

大
規
模
合
同

防
災
訓
練
を
実
施

― 
地
域
と
と
も
に
命
を
守
る

 

理
念

　
本
院
は
、
良
き
医
療
人
を

育
成
し
、
高
度
先
進
医
療
の

研
究
・
開
発
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
患
者
に
優
し
く

安
全
で
質
の
高
い
地
域
医
療

を
提
供
し
ま
す
。

 

基
本
方
針

1.	 �

医
療
を
求
め
る
す
べ
て
の

人
々
に
真
心
を
も
っ
て
臨

み
ま
す
。

2.	 �

安
全
で
質
の
高
い
医
療

を
実
践
し
ま
す
。

3.	 �

救
急
医
療
に
対
応
し
ま

す
。

4.	 �

地
域
の
医
療
機
関
、
保

健
機
関
と
協
力
し
あ
い

ま
す
。

5.	 �

高
い
技
能
を
持
つ
心
豊
か

な
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

6.	 �

医
療
人
と
し
て
の
倫
理
に

基
づ
い
て
先
端
医
療
を
行

い
ま
す
。


